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任期：平成 26 年 9 月 30 日まで
森　　純一（再任）
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◆環境安全保健機構長 ◆国際交流推進機構長
美濃　導彦（再任）
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引原　隆士（新任）
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課程博士 論文博士 計 課程博士 論文博士 計 課程博士 論文博士 計
博士（文学） 1 － 1 3 1 4 1 － 1
博士（教育学） 3 － 3 2 － 2 1 － 1
博士（法学） － － 0 － － 0 2 － 2
博士（経済学） 4 1 5 2 3 5 2 2 4
博士（理学） 11 1 12 4 － 4 2 － 2
博士（医学） 10 6 16 9 4 13 7 2 9
博士（医科学） 3 － 3 － － 0 － － 0
博士（社会健康医学） － － 0 － － 0 － － 0
博士（人間健康科学） － － 0 － － 0 － － 0
博士（薬学） － － 0 － 1 1 － － 0
博士（薬科学） － － 0 － － 0 － － 0
博士（工学） 5 2 7 4 － 4 37 2 39
博士（農学） 10 － 10 1 － 1 2 1 3
博士（人間・環境学） 1 － 1 1 － 1 7 － 7
博士（エネルギー科学） 1 － 1 － － 0 10 － 10
博士（地域研究） － － 0 1 － 1 － － 0
博士（情報学） 2 － 2 1 － 1 9 － 9
博士（生命科学） 3 － 3 2 － 2 4 － 4
博士（地球環境学） 1 － 1 － － 0 5 － 5
























































生存圏研究所（Research Institute for Sustainable 
Humanosphere; RISH）と，インドネシア公共事業
省人間居住研究所（Research Institute for Human 
Settlement; RIHS）は，８月28日（火）部局間学術交
流協定を締結した。調印式は，インドネシア公共事
業省人間居住研究所で行われた。
調印に先立ってセミナーが実施され，双方から４
名の研究者による現在の研究内容の紹介が行われ，
相互理解を深めた後，津田敏隆 生存圏研究所長と
Anita Firmanti 人間居住研究所長が協定書に署名
した。また，セミナーの後，人間居住研究所内で生
存圏研究所との共同研究などで利用する可能性のあ
る施設の見学を行った。
人間居住研究所との交流は，生存圏研究所におい
て1996年から10年間実施していた日本学術振興会拠
点大学交流事業（拠点校プログラム）「木質科学」（熱
帯森林資源の持続的な活用のための技術開発）での
協力から始まった。
また，Firmanti所長は，生存圏研究所にて2000～
2005年度の日本学術振興会「論文博士号取得希望者
に対する支援事業」によって博士号を取得されてお
り，現在ではMaryoko Hadi 研究員が2008年度より
同事業での研究を進めており，継続した交流を行っ
ている。
加えて，東南アジア研究所と合同で行っている特
別経費プロジェクト「ライフとグリーンを基軸とす
る持続型社会発展研究のアジア展開－東アジア共同
体構想を支える理念と人的ネットワークの強化－」
「バイオマス社会研究」のプロジェクト「熱帯材を用
いたローコストハウスの建築技術の開発」において，
より深い研究交流を行うようになり，ミニワーク
ショップの開催など様々な交流を重ねている。これ
らの実績を踏まえて，このたびの協定の締結に至っ
た。
両機関は，今回の交流協定の調印により，さらに
強い協力関係を築いていくことになる。新たな共同
研究やシンポジウムの実施，人物交流等を通して，
学術研究の推進と教育活動の強化を図っていく予定
である。
生存圏研究所がインドネシア公共事業省人間居住研究所と部局間学術交流協定
を締結
両研究所紹介の様子Firmanti所長（左）と津田所長（右）
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寸言
私が京都大学に入学したの
は終戦の年，昭和20（1945）年
４月である。日本は激しい空
襲にさらされていたため入試
がなく，願書だけで合格が決
定された。私を赤子のときか
ら育ててくれた養父は，私が
東大法学部に入ることを強く
望んでいたが，私は尊敬する西田幾多郎の学風の残
る京大文学部哲学科で学びたいと思い，「ひととき
の栄華を図るなら東大，千年の真理を求めるなら京
大」と豪語して，京大へ願書を出し，入学した。
私が入学したとき，京大には西田幾多郎や田辺元
のような独創的な哲学者はいず，もっぱら西洋哲学
を研究しようという学風が哲学科を支配していた。
西田や田辺の哲学を継承しようという学者もいたが，
それらの学者にしても，西田や田辺の如く東西の思
想を総合して独創的な哲学体系をつくるのではなく，
西田や田辺の思想を矮小化して伝えようとする学風
であった。私はいずれの学風にも親しめず，三年間
の学生，そして後継者養成制度である五年間の大学
院特別研究生を終えたが，やはり京都哲学界の異端
児であったといってよい。
その後，私は仏教や芸術や歴史の研究に打ち込
み，四十代の後半，憑かれたように『神々の流竄』（古
事記・日本書紀論）『隠された十字架―法隆寺論』『水
底の歌―柿本人麿論』を立て続けに書いた。これら
はいずれもベストセラーになり，「梅原日本学」とい
う名称さえ生まれた。それらの著書は，それまでふ
つう日本文学研究者や日本歴史学者によって研究さ
れてきた日本のすぐれた文化遺産である『古事記』
『日本書紀』，法隆寺及び柿本人麻呂を哲学者の目で
論じたものである。哲学的思惟というのはソクラテ
スやデカルトの目で世界をみることであるが，その
ためには何よりも，それまで信じられてきた通説を
疑わねばならない。
たとえば『万葉集』において，「柿本人麿死す」と記
されているのをもとに，律令において，三位以上の
人の死には「薨」，四位と五位には「卒」，六位以下に
は「死」と記すと規定されているので，人麻呂は六位
以下の下級役人であったとする契沖，賀茂真淵の説
を疑う人は誰もいず，その説が真理としてまかり
通っていた。
しかし『古今和歌集』の「仮名序」には人麻呂が「お
ほきみつのくらゐ」すなわち正三位と記され，また
「真名序」には「柿本大夫」と記され，人麻呂は五位以
上であることが明らかである。生前正二位であった
長屋王も，罪人になったために官位が剥奪され，「死
す」と記されているのである。人麻呂については中
世以来，流罪説が暗に語られているが，学界は国学
の伝統に従い，国学者にとって聖人であった契沖，
真淵の説を疑おうとしなかった。
日本についての新しい学問の形成において，京都
に住んでいることは甚だ有利であった。京都からは
多くの歴史的遺跡，由緒ある地に短時間で到達でき，
詳しいフィールド調査が可能であるからである。歴
史の研究においてはただ文献研究のみではなく，そ
の歴史が営まれた地を詳しく調査する必要があろう。
私は京都に住んでいるおかげで多くの遺跡に容易に
行くことができた。
もう一つありがたいことがあった。京大には専門
分野を超えたすぐれた学者同士の交友関係が築かれ
ていた。私の場合，湯川秀樹，貝塚茂樹，吉川幸次
郎，今西錦司などの諸先生方が，孤立無援の感のあっ
た私を認めてくださったのである。
私の生き方はおそらく京大で学んだおかげで可能
になったのであろうが，いわゆる京大の大学者，西
田幾多郎，河上肇，内藤湖南などは私のように自由
な生き方をしたのではなかろうか。そのような学者
ばかりか，創造性に富む自由な政治家や実業家など
を京大は数多く生んだのではないか。その伝統は決
して失われてはならない。今後もそのような人間が
京大から続々と生まれることを期待したい。
（うめはら　たけし　国際日本文化研究センター
顧問　昭和23年文学部卒業）
京大で学んでよかった
梅原　　猛
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随想
2007年にウイルス研究所を
定年退職し，2009年度から京
都産業大学に勤めている。京
大時代，学部の講義を少しし
か担当しなかったつけも
回ったのか，学生にわかって
もらえる講義をするのに四苦
八苦している。学ぶことも多
く，想定外のことも起こる。トップクラスの成績で
理解力抜群の学生が質問に来た。よい質問で，わか
りやすく説明したつもりだが，学生は納得できない
様子で，「先生，でも，大腸菌にはタンパク質なん
て無いのでしょう？」と，思い悩んでいた中心問題
（？）に関する爆弾発言をした。講義の中で，生命現
象の仕組みと原理を解き明かす学問である分子生物
学は，大腸菌や大腸菌に感染するウイルス（バクテ
リオファージ）の研究から生まれたという歴史的経
緯はもちろん，「翻訳」と呼ばれる遺伝暗号解読によ
るタンパク質合成の話もしたつもりなので不思議で
ある。この学生にとって，生物とは身近に生きてい
ることが認識できる動物・植物のことではあっても，
目に見えない大腸菌が我々と共通性の高い仕組みで
生きているという概念はなかったのかもしれない。
タンパク質，遺伝子などの言葉も問題である。これ
らは日常用語と学術用語で指し示す内容にずれがあ
り，ややこしさの一因となっているかもしれない。
彼女は，「大腸菌には肉がないではないか」と思った
のかもしれない？
大学人は社会に理解されるべく自分たちの研究を
発信しなければならない。その時，なるべく身近な
言葉で身近な現象と結びつけて説明することは重要
である。一方で，物事の最も重要なことは，目に見
えない，我々の感覚では直接には感じることができ
ない（身近ではない）ところにあることこそ，何とか
して理解してもらう必要があるのではないだろう
か？単語も注意深く使うべきだろう。「何々病の遺伝
子発見」と言った新聞記事を見かけるが，多くの場
合「遺伝子の異常が病気を起こす」という伝え方をす
べきだろうと専門外ながら思ったりする。大腸菌が
生きていることも，我々が生きていることも，細胞
の中の目には見えないDNA・RNA・タンパク質系の
働きによること，何千～何万種類のタンパク質が遺
伝子の指令で作られて働いていること，　　　この
ような，学者には自明だが，一般の人々には伝わっ
ていないかもしれないことこそ，丁寧に説明してわ
かってもらいたいものである。
そう言った知識は実際にも役立つだろう。新聞の
全面広告に「酵素」がよく載る。酵素が生物に必須で
あるとの説明は全く同感である。しかし，重要だか
らサプリメントとして食べましょうと言うのはナン
センスである。消化酵素など，「体の内部」ではあっ
ても，「細胞の外」で働くものは経口摂取に少しは意
味があるのかもしれない。しかし，細胞の中で生命
活動を支えている何千，何万種類の酵素（≒タンパ
ク質）は，重要であるからこそ，自分の遺伝子を設
計図としてつくり出すのが生命の摂理であり，生物
の自己同一性の源でもある。核酸（DNA, RNA）で
すらサプリメントとして発売されていることには驚
く。我々は生体物質を食べると，素材（ヌクレオシド，
アミノ酸）にまで分解し，自らの遺伝情報によって
自分の核酸，タンパク質として組み立て直すのであ
り，食べたものが細胞の中に入ってそのまま働くこ
とはない。酵素の広告には学者らしい人も関わって
いるようだが，不思議な話である。
さて，こちらの新学部は研究にも力を入れる方針
で，私も研究を続けている。遺伝暗号を解読しつつ
アミノ酸を繋げてタンパク質を作っていく過程は，
一定スピードの機械的なものではなく緩急の制御が
あることを調べている。以下の「身近な」例え話はど
うだろう？　　　話の上手な人は，決して一定ス
ピードで話すのではなく，緩急をつけポーズもお
く・・・細胞内の微細なタンパク質合成の現場でも
同様のことが行われているようである。
（いとう　これあき　平成19年退職　元ウイルス
研究所教授，専門は分子生物学・細胞生物学　現京
都産業大学総合生命科学部教授）
身近なこととサイエンスと
名誉教授　伊藤　維昭
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洛書
私の専門分野は都市計画・
農村計画で，様々な事例地の
地域づくりの取り組みのなか
で，歴史的環境を保全管理す
るための計画をつくる仕事に
よく従事する。そうした仕事
では，史実に基づいた由来が
わかる事物等だけでなく，史
実とは確認できないが地域に根付いている由緒話に
基づいて関係者により形成されている環境も，保全
の対象として見出されることがしばしばある。後者
では，由緒の確かさは不明瞭で評価が難しい場合で
も，環境に対する一定の作法が地域社会に重視され
ている事実や形成されている環境自体が高く評価さ
れ，地域づくりとして重要な要素になることがある。
例えば「紀伊山地の霊場と参詣道」の世界遺産登録の
際，史料に記録され現地確認もできる事物等が主と
して遺産を構成することになったが，各地の伝承や
人々が史料から展開した考察をもとに積極的に守っ
ている風景地等も地域づくり上，重要な要素として
見出されたのだった。由緒に確かさが不足しても，
人々による考察の展開や行動は歴史的経過と現在環
境をつなぐ重要な営みとなる可能性が十分にある。
今回，この執筆機会を戴き，桂キャンパスのある
丘陵地の歴史的環境に目をむけてみる気になった。
実は，ここ４年程，桂キャンパスと隣接する桂坂地
区のまちづくりに参加していることもあって，桂坂
の中心部にある「大枝山古墳群」のことをよく見知る
機会を得たことがもう１つのきっかけである。一昨
年の秋に桂坂の住民の方々自らの主催で「第２回桂
坂まち歩き」という催しが開催され，その主たる開
催地が大枝山古墳群であった。200名以上の参加が
ある盛況な催しに研究室の院生諸氏もファシリテー
ター等の役目で参加し奮闘したのだが，このときに
解説を担当された考古学者のM先生が古墳群の立地
の議論の一端をも紹介して下さった。古墳群は秦氏
あるいは土師氏にゆかりのあるこの地域の有力者の
ものとみられるそうで，立地が選ばれた理由として，
丹波と京都・乙訓の間の交通ルートに近いこと，当
時の都がある奈良方面への眺望が丘陵地から得られ
ること等，いくつかの説があるとのことである。古
墳に関する考古学的知見をたいへん興味深く伺った
のだが，立地の議論として紹介された眺望に関する
説も非常に印象的だった。
古墳時代の人々が実際に何を眺めていたか根拠を
もって示すことはおそらく難しい。一方，遠くを眺
めるという行為は我々も日頃行っているので，古墳
時代の人々の目線を具体的にイメージできると，千
年以上昔の人々がこの地に居たことをより具体的に
捉えることができ，眺望が得やすいというこの丘陵
地のもつ特徴に，歴史的環境に通じる意味を見出せ
そうである。
そこで今夏。今夏は急な大雨が毎日のように降っ
た時期があったが，桂キャンパスからの石清水八幡
宮のある男山方面への広い眺望の中に局地的な降雨
が頻繁に視認でき，はからずも古墳時代の人々の目
線をいま少し具体化する想像を巡らせた。男山のあ
たりは古墳時代にも重要な交通路だったであろうか
ら，当時の有力者も局地的降雨を見れば「雨は大丈
夫か，あたりの往来は問題なさそうか」と心配して
目をこらしたのではないか。その目線は現代の我々
とも通じる。まして，秦氏や土師氏は土地開発に秀
でた集団とされるのだから天候やその影響を熟知し
ていたであろう。眺望について，見渡せる視対象の
範囲だけでなく，局地的天候と地勢があわせて視認
できることまで着目すると，見えている雨の景が，
古墳時代に通じる千年余の景とみる解釈は，証拠は
示せないがそれなりに成り立ちそうな，ある種の由
緒話だと思えたのだった。
大枝山古墳群とその緑地については，入念な準備
を経て今年５月に「桂坂古墳の森保存会」が設立され
見学できる機会が増えた。古墳の実物と，想像が混
じる眺望の由緒話とにふれ，この現代的な街とキャ
ンパスの丘陵地にも、歴史的環境を実感をもって見
出すことができそうである。
（かんき　きよこ　工学研究科教授，専門は都市
計画・農村計画）
桂キャンパスから眺める昔
神吉　紀世子
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９月６日（木）中国蘇州市にて，「神戸大学・京都
大学・大阪大学・復旦大学・上海交通大学・蘇州大
学・同済大学・浙江大学 中国蘇州シンポジウム－
日中国交正常化40周年－」が株式会社池田泉州ホー
ルディングス池田泉州銀行の主催により開催され，
本学から松本　紘 総長，田中宏明 工学研究科教授，
岡本誠一郎 工学研究科特定准教授，研究国際部職
員が出席した。
このシンポジウムは，2010年６月11日，関西から
日本を元気づけようという目的で京都大学，神戸大
学，大阪大学の学長が集まり開催された「関西活性
化シンポジウム」を発端としたものである。日中国
交正常化40周年の節目を迎える記念として，多くの
関西企業が進出している中国蘇州市を開催地に，中
国において関西地域に相当する華東地域の主要大学
である復旦大学，上海交通大学，蘇州大学，同済大
学，浙江大学の５大学の学長を迎え，開催する運び
となった。
シンポジウムの前半は，世界中が抱えている喫緊
の課題である環境問題をテーマに「グリーンイノ
ベーション」と題した講演会が開催され，８大学か
ら各大学を代表する研究者が講演を行った。本学か
らは，田中教授が「持続可能な都市水環境を作るた
めの再生水技術」について講演した。研究者だけで
なく，日中の企業などから計130名の参加者が集ま
り，熱い議論を繰り広げ，交流を深めた。
シンポジウムの後半は，８大学の学長による「グ
ローバル人材育成に向けた国際化戦略」をテーマと
した講演が行われ，約260名が参加した。松本総長
の講演では，全世界が共通で抱えている資源問題，
環境問題，感染病など複合化した課題を解決できる
グローバルリーダーの育成が必要であるとし，グ
ローバル人材に必要な要素とは，将来を見通せる能
力，確固たる世界観や哲学・志，幅広い視野，国際
社会で発言できる外国語能力，日本人・中国人とし
ての自覚であり，グローバル人材の育成とは，「育人」
であると述べ，本学のグローバル人材育成の取り組
みである博士課程教育リーディングプログラム京都
大学大学院「思修館」を紹介した。
８名の学長による講演の後，企業代表者として服
部盛隆 株式会社池田泉州銀行相談役および北山隆
一 株式会社日立製作所執行役常務を交えたパネル
ディスカッションが行われ，それぞれの大学が考え
るグローバル人材や企業が求める人材，その育成方
法について意見交換がなされた。
松本総長は，閉会の辞で，蘇州にて千三百年前に
詠まれた唐詩「楓橋夜泊」を詠みあげ，詩の背景を紹
介しながら，問題の本質を見抜く力は，学習，思索，
実践の三段階を経て修得できるとし，国を超え，産・
官・学が一体となった育人が必要であると述べ，シ
ンポジウムを締めくくった。
松本総長が中国・蘇州で開催された中国蘇州シンポジウムに出席
話題
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